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低出生体重児の体重増加の指標としては，胎児の体重
増加曲線1ト 7)や Holtの図表ηめなどが一般に用いられ
ている。しかし，低出生体重児の体重増加は，生下時体
重，在胎期間，保育方法など多くの因子の影響をうける
ため，どのような体重増加が望ましいかは容易に決定し
ない問題であるが，これは別として体重増加を左右する
最も大きな因子は栄養方法，とくに暗乳量の増加速度で
あるようである。一般に低出生体重児の維持晴乳量とし
て 1日約 150ccjkg，約 120caljkg9) 10)を目標とされて
いるが，毎日の晴乳量増加については，種々の成書11)-
15)にいろいろの方法が示されており，いかに厳格に行な
うべきかが明示されている。しかし，実際に使用するに
あたって感じることは，あるものは複雑，不規則すぎ，
また，あるものは簡略すぎて，実用上，不便な点が多い
ことである。また，ほとんどのものが生下時体重別に 
1000 g，1500 g，というように，だいたい 500g単位の間
隔の体重群に分けて示されているので，中間の体重のも
のはどちらにいれてよいか迷う場合がある。また，すべ
ての方法が生下時体重のみに基準をおいている。これら
の中には，単位体重あたりの熱量，水分摂取量をおって
研究方法ならびに対象
昭和34年 1月より 41年 12月までの間，千葉大学医学
部小児科未熟児室に収容した低出生体重児中，種々の原
因で規則的な暗乳量増加を行ないえなかったものおよ
び，規則的に晴乳量を増加できたが，強度の浮腫のため
体重の増減に影響があると考えられたものなどを除いた 
145例(男 62例，女 83例)を対象とし，下記の 2種の
暗乳量増加計画を実施した。毎日の体重を測定して生下
時体重減少および生下時体重への復帰の状態を観察し
た。体重の測定は同一乳児に同一の体重計(アイデアル
晴育器自動秤)を用いた。表 lは生下時体重群別に例数
および生下時体重平均値を示したものである。
表1. 晴乳量増加計画A法
生下時体重 例 数 生下時体重平均(範囲) 
82，500，.2，251 2，348 (2，450，.2，260) 
2，250，.2，001 12 2，104 (2，208，.2，025) 
2，000，.1，751 20 1，913 (2，000，.1，780) 
1，750，.1，501 12 560)，1，.750，670 (1，1
300)，1 ，.500，429 (1，11，500 251 9，1 ，. 
4後 1，250> 1，225 (1，250，.1，160) 
示しているものはあるが，これはあくまでもだいたいの 晴乳量増加計画 B法
線を示すにとどまり，むしろ暗乳量を定めてから逆算し
たと思われるものが多い。私の知る範囲では，厳密な意
味において，出生後の毎日の体重を考慮して晴乳量の補
正をおこなっている方法は認められない。
低出生体重児は成熟児にくらべて生理的体重減少が大
であり叩〉，また，浮腫の消長から生後初期の聞の体重変
動は全般的にきわめて大きく，また個体差も大である。
このように体重変動のはなはだしい時期に，生下時体重
生下時体重 例 数 生下時体重平均(範囲) 
2，500，.2，251 9 2，381 (2，500，.2，260) 
2，250，.2，001 17 2，122 (2，250，.2，033) 
2，000，.1，751 24 1，895 (2，000，.1，770) 
1，750，.1，501 19 1，647 (1，750，.1，515) 
270)，1 ，.500，406 (1，11，500 251 9，1 ，. 
2長 1，250> 100)，1 ，.250(1，175，1
勢乙の群は例数が少ないため以後の推計学的処理を
のみによって，暗乳量増加計画を定めることが適切で、あ 行なわないものとする。 
るか，私は疑問をもち，最近，数年間実施してきた晴乳
量増加計画について検討をくわえたので報告する。 ( 1 ) 晴乳量増加計画 A (以下A法と略称)
本研究の実施以前より，実際に使用していた方法であ
る。この方法は 1，2の非本質的な変更をくわえた点を除
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表 2. 晴乳量増加計画A法 製し実施した方法である。この方法の特徴はA法とこと
生下時体重
飢
餓
日 
数 
晴乳開始後日数
1¥_:_¥ 3 ¥4 ¥以後日数
2，50.... 2，251 
2，250.... 1 ，751 
1，750.... 1 ，251 
1，250.... 751 
2 
3 
4 
5 
4 
3 
2 
10 
8 
6 
4 
15 
12 
9 
6 
20 
16 
12 
8 
5ずつ増加 
4ずつ増加 
3ずつ増加 
2ずつ増加
c1達はE2c0白しIずc日線たっa増I lら/をと加，g維gし以量て持桂t乙 
する
なって，晴乳量増加計画を生下時体重ばかりでなく，厳
密に毎日の現在体重を基準として定めたことである。表 
3はその基本表で，毎日の熱量摂取量を現在体重基準で
定め，毎日表中の数値にしたがい増加するように計画さ
れていることを示している。
ある一定の乳、汁を与えた場合，表より逆算して 1日に
何 cc与えたら熱量摂取がこの基準に近い値になるかを
5， 
表中数字は l回量 (cc)1日8回噛乳，乳汁の 算出し，これを 8で除して(1日8回授乳) 1回量を求
種類により晴乳量の変更は行なわない。
めた。また生下時体重により飢餓日数が異なるために，
けば馬場教授の考案されたもの 16)17)とほとんど同一であ 生下時体重 1，000g以下， 1，001 ，1，._ 5CC C，1，501，-，2，000 g， 
る。私は馬場教授の考案になる方法が，生下時体重をも
とにして飢餓日数，晴乳量の増加が定められており，規
則的で簡明で，しかも実用的できわめて有用と考えたか
らである。後述の B法と異なる点は， A法は従来の諸案
と同様に生下時体重のみで晴乳量を定め，毎日の現在体
重による補正を行なわなかったところにある。なお， A
法では乳汁の種類によって暗乳量を変更せず，熱量の違
う乳汁でもすべて表示した方法にしたがい授乳した。す
なわち，暗乳量増加は熱量基準ではなく，容量基準であ
る。 
(2 ) 晴乳量増加計画 B(以下 B法と略称)
この方法は低出生体重児の晴乳量増加計画として示さ
れた諸既設案にたいして，私が疑問をもったために，作
表3. 晴乳量増加計画B法(基本表)
飢餓| 晴乳開始後日数
生下時体重 1-， -，-， 
日数111213141516171 8 1 9 
2，50....2，001 1 1 li 現在体重基準にて(ca1jkg) 

2，00.... 1， ~ 10 120 130 140 155170 1851100 1120 
501 1 2 
1 50.... 1ρ011 3，1

1) 1 4000>，1
暗乳開始 10日以後は 120....125 ca1jkgとする。

801 850，-， 
851.... 900 
901，-， 950 
951 "-' 1 ，000 
1，001，-， 1，050 
1，051，-， 1，100 
。。。。
 。。。。 1.5 。。。。 1.5 。。。。 1.5 1.5。。。。 2。。。。2 
2，001，-，2，500 gの各群に分けて，それぞれの現在体重と
生後日数から，その日の l回当たり晴乳量を知ることが
できる一覧表を作製した(表 4，5，6)。 ただし，現在体
重は 2，000g以下では 50g単位， 2，001 g以上では 100g 
単位で一群とし，また l回暗乳量は 5cc以下は 0.5cc， 
5....10 ccは 1cc，10，-，30 ccは2cc，30 cc以上は 5cc単
位の増加とした。 
50，-， 100 g単位の体重の群別化， 0.5"， 5 cc単位の晴乳
量増加は，本表をさらに複雑にすることをさけるために
やむをえない処置であったが，このために実際の熱量摂
取が基準表より一部の場合，最高士20%強，大半の場合
は，士 5%以内の誤差を生じたが，晴乳量の基準となる
体重が毎日変わるので、， 120 ca1jkgjdayに熱量摂取量が
達する聞に正負の誤差が相殺されて，この点は大きな問
題にはならないと考えられる。
実際に使用した乳汁は， A法も B法も 1%脱脂粉乳， 
4%糖添加 11%某社製粉乳，または， 4%糖添加 12%
某社製粉乳であるが，その他 2，3の乳汁を使用してい
る。 A法については，元来，晴乳量増加を容量基準で定
めであるので，どのような乳汁に対しでも表示した単一
の方法により晴乳量を増加したが， B法は熱量基準で晴
乳量が定められているので，与える乳汁が違えば(すな
わち単位容積あたりの熱量が違えば)別々の表を作製し
表4. 晴乳量増加表(1 ) 
113→_1 10 1 11 1 12主当~I 0111 ;-I_~ f4J ~l_: 1_7189 
3 4 146 10 12 16 18→ 
83 6 12 144.5 10 18 20→ 
163 4.5 6 9 12 14 18 20→ 
163.5 14 205 9 127 22→ 
3.5 12 14 185 10 207 22→ 
6 183.5 12 16 22107 24→ 
210 市川公子
生下時体重 1，001，..， 1，500g 晴乳回数 1日8四
0 13九匂1 。 。 い1 1 1 1 11 2 3 4 5 7 8 9 10 11 1 1 1 1 1 12 1 -; 8 14 18--+6 12 16 1810801，.， 850 G 1.5 3 4。。。 14 186 8 10 12 20 20→851.-" 900 1.5 3 4.5。。。 14 16 18 20→6 12 209901，..， 950 1.5 3 4.5。。。 14 16 20 229 12 22→7951"" 1 ，000 1.5 3.5 5。。。 2 2012 14 18 22 22→7 101，00 1 ""1，050 3.5 5。 。2 16 22 24 24→12 18107lρ51"， 1，100 G 3.5 6。 。2 16 20 24 24148 10 24→1，101'"1，150 G 4 6。。。2 14 18 20 26248 12 26→1，151"， 1，200 4 6。。。2 14 18 20 26 268 12 26→1，201"， 1，250 4.5 6。 。2 1816 22 26 289 12 28→ 
1，30 1 '"1，350 。。。2.5 4.5 7 1，251 '" 1，300 υ 4.5 7 16 20 22 28 2812 28→ 
1，351'"1，400 。。。2.5 5 7 9 2016 24 28 3012 30→ 
1，401 450 。。。2.5 5 9 2414 18 20 30 30 30→ 
1，451 "" 1，500 。。。2.5 5 8 "，， 1， 7 10 18 26 3014 22 30 30→ 
1，50 1 '"1 ，550 。。。2.5 5 8 10 18 26 3014 22 35 35→ 
1，551'"1，600 。 G 。2.5 5 8 10 14 18 24 28 35 35 35→10。。。3 2416 20 28 35 35 35→ 
(13日以降各表共通)
表 5. 暗乳量増加表 (2) 
生下時体重 1，501"，，2，000g 晴乳回数 1日8回
121，601"， 1ρ50 6 8 
。 8 9 126 1 13→4 5 73現在体?重ぞ---------後~日¥ 
。。2 
2 
22 28 2816 18 26 28→7 9 124.51，251 .-" 1 ，300 。。2.5 22 28 2816 20 28 28→94.5 1271，30 1 '"1，350 。。2.5 20 24 28 3016 3012 30→95 71，351 '" 1，400 。。2.5 20 2418 30 30 305 14 30→101，401"， 1，450 7。。2.5 18 22 26 30 30 30 30→1485 101，451 '" 1，500 。。2.5 2618 30 35 3514 22 35→5 8 101，501"， 1，550 。。2.5 2818 35 3514 35 35→5 241081，551 '" 1，600 。。3 2820 35 356 16 24 35→8 35121，60 1 '"1，650 。。3 20 28 35 3516 24 35 35→6 9 121，651"， 1，700 。。3 30 4020 356 16 26 40 40→121，701"， 1，750 9。。 3 22 30 35 40 4016 26 40→6 121，751"， 1，800 9。。 3 30 40 4022 26 40 40→186 121，80 1 .-" 1 ，850 9。。3.5 28 30 40 40 40 40→22187 12101，851 '" 1，900 。。3.5 35 40 40 40 40→24 2818147 101，901"， 1，950 。。 3.5 24 28 35 40 45 45 45→14 181，950"，2ρ00 7 10。。 3.5 40 45 4524 30 35 45→207 14102，001"，2，100 。。3.5 35 45 45 45 45--+26 30207 12 142.101 '"2 ，200 
(13日以降各表共通)
なければならない。ここに示した表は，現在体重 2，500 り，本表はそれぞれ上記体重群において，この乳汁と同 
g以下は， 4%糖， 1%脱脂粉乳添加， 11%某社製粉乳 ー熱量の乳汁を用いるときにのみ有効であることを附言 
(71.5 caljdl)，現在体重 2，501 g以上は， 4%糖添加， 12 しなければならない。
%某社製粉乳 (72.5 caljdl)にたいして用いたものであ
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表 6. 暗乳量増加表(3 ) 
生下時体重 2，001"，2，500 g 晴乳回数 1日8回 
113→ιぉ哩竺I 0 I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 110 1 1 I 12。3 6 9 12 16 201，701"， 1，750 26 30 35 40 40 40 40→。3 6 9 12 16 22 30 401，751"， 1，800 26 35 40 40 40→。3 6 9 12 18 22 401，801"， 1，850 26 30 40 40 40 40→。3.5 187 12 22 28 40 401，851"， 1，900 10 30 40 40 40→。 3.5 14 18 24 40 407 10 28 35 40 401，901"， 1，950 40→。 3.5 14 18 24 40 4510 28 35 45 451，951"，2，000 7 45→。 3.5 14 20 24 40 4510 30 35 45 452ρ01"，2，100 45→7。 3.5 20 24 4514 30 35 45 45 45122，101"，2，200 7 45→。4 22 26 40 458 16 35 50 5012 50 50→2，201"，2，300 。4 22 28 408 16 35 50 50 5012 50 50→2，301 2，400，..，. 。4.5 24 30 40 558 16 35 50 5512 55 50→2，401 2，500，..，. 
2，501，..，. 2，500を越えれば調乳変更
現在体重 2，501以上 l乙
主両坦E空I 0 I 1 1.2 I 3 -1 4 1 5 I 6 1 7 I 8. 1 9 1 10 1 1 1 12 113→ 。4.52，501，..，.2，600 9 14 18 
4.5 9 14 18 
24 
262，601，..，.2，700 。
2，701，..，.2，800 
2，801 2，900，..，. 
研究成績 
A法(晴乳量増加を生下時体重のみを基準として定め
た方法)により保育した低出生体重児 65例について，毎
日の体重増減の状態を生下時体重へ復帰するまでの閲測
定し，標準偏差をまとめ，生下時体重別に 250gずつの
生下時体重の小さい群)。1群に分類して図示した(図 
になるにしたがい，生理的体重減少率は大で，標準偏差
もやや大きい傾向にあった。つぎに B法(晴乳量増加を
生下時体重および現在体重の両者を基準として定めた方
法)により保育した低出生体重児 80例についても同様
にもとめて図示した(図 2)が，同様の傾向がみられた。
さらに最低体重に達した時期の生理的体重減少の比率
および生下時体重への復帰の時期について，その平均値
)。7標準偏差を求めた(表 
これを Dancis，Holtの標準体重曲線(以下 Holtの
曲線と称す)より推定的にえた値とともに図示した(図
的。生下時体重別に 250 gずつの群に分類すると， Holt 
の曲線では生下時体重が小になるにしたがい，生下時体
重への復帰に要する日数がしだいに延長し，各群の同時
期を結べば，ほぽ一つの直線傾向が示されるのにたいし， 
30 35 45 50 55 55 55 55→ 
30 40 45 55 55 55 55 55→ 
35 40 45 55 60 60 60 60→ 
60 60 60 60→ 
(13日以降各表共通)
15 
012 
生後日数 
A法では非常に凹凸があり，特に 2，000，..，.1，751gの群は， 図1. 生下時体重へ復帰までの平均分布 (A法)
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図 3. 生下時体重へ復帰までの比較 
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図 2. 生下時体重へ復帰までの平均分布 (B法)
表 7. 生理的体重減少率と生下時体重復帰に要する日数 
l生下時体重復帰A 法 生理的体重減少率 l乙要する日数
2500，，-，2251 1*0.932i:0.012(0.89，，-，0.95) 112(9，，-， 15)料 
2250，，-，2001 I0.900土 0.019(0.89，，-，0.93) I16(10，，-，23) 
2000，，-， 1751 10.911土 0.025(0.86，，-，0.96)1 14( 9，，-，23) 
1750，，-， 1501 10.867i:0.032(0.81，，-，0.91) 1 18(15，，-，20) 
1500，，-， 1251 10.873i:0.042(0.79，，-，0.94) I16(11，，-，20) 
1250> I0.787 I20 
B 法 
2500，，-，2251 I0.925i:0.033(0.88，，-，0.97) 14( 9，，-， 16) 
2250，，-，2001 I0.913i:0.019(0.86，，-，0.95) 14( 9，，-，26) 
2000，，-， 1751 I0.895i:0.044(0.78，，-，0.97) 15( 8，，-，28) 
1750，，-， 1501 I0.887土 0.042(0.77，，-，0.93) 16(11，，-，26) 
1500，，-， 1251 I0.866i:0.038(0.79，，-，0.90) 17(13，，-，27) 
1250> I0.875 17 
恭平均値±標準偏差(範囲) 純平均値(範囲) 
それより生下時体重の大な 2，250，，-，2，001gの群よりも生
下時体重への復帰がかなり早く，また 1，500，，-， 1，251gの
群も， 1，750，，-， 1，501 gの群よりも早いという周期性の傾 
向が認められた。生理的体重減少の程度および最低体重
に達した時期においても，同様に周期性の傾向がみられ
た。一般に Holtの曲線にくらべて生理的体重減少が大
であり，生下時体重への復帰がおくれている点は， A法
が Holtのおこなった方法より，晴乳量増加がおそいた
めと考えられた。 B法についても， A法と同様の諸点を
観察し，同じく Holtの曲線と対比しつつ生下時体重へ
の復帰の時期をみると，ほぼ Holtの曲線に平行して直
線的傾向が認められた。ただし 1，250g以下の群が 1，500 
"-'1，251 gの群よりやや早いのは 1，250g以下の群の被検
例数が過少でまた生下時体重が 1，250gをわずかに下ま
わるもののみが多いことのためと考えられる。また，す
でに述べたように，この群は推計学的処理をおこなって
いない。
このような周期性がおこった原因を調べる目的で，低
出生体重児に一般に用いられる乳汁のうち，高熱量のも
のと低熱量のもの (60caljdl，，-，80 caljdlの聞のものと
仮定する)をあたえた場合， A法にのっとった晴乳量か
ら毎日の体重 kgあたり熱量摂取量を算出してみたとこ
ろ，図 4のように生下時体重により大きい差があらわ
れ，極端な例をあげると生下時 1，751gおよび 1，251gの
ものは 8，，-，9日で晴乳量 120caljkgjdayに達するのに対
し，それよりはるかに大きい生下時 2，250gのものは 15 
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図 4. A法による実際のカロリー摂取増加状況 
(60，..，80 caljdlの乳汁を用いた場合の最大の幅を示す)
，..， 16日を要し，生下時 1，001 gのものと 2，500 gのものが
ほぼ同ーの日数を必要とすることを認めた。これはあき
らかにA法が生下時体重を 500 g単位で l群とし，毎日
の現在体重を考慮せずに晴乳量を定めた結果によるもの
である。この図は前述のように最大限の誤差を求めたも
のである。すなわち，図中 2，251，1，751，1，251，1，001 g 
の生下時体重のものには 80caljdlの乳汁を，また 2，500， 
2，250，1，750，1，250 gのものには 60caljdlの乳汁をあた
えた場合を図示したものであって，もしもある一つの保
育施設である一種類の乳汁しか使用しなければ，その施
設内に限つての誤差はこのように大きくはならず，図 5
の水分摂取増加状況程度の矛盾にとどまることになると
考えられる。いうまでもないがこれはA法が熱量単位で 
cc/kg/day 
160ゅー 』ー一一一一ー一一一一一一ーーー一一一一ー一一 
140 
120 
100 
80 
60 
40 
20 
1:後日数
図 5. A法による実際の水分摂取増加状況
はなく，容量単位で定められているからである。
つぎに B法により保育した場合の実際の熱量および水
分摂取増加状況を図 6，7に示す。 A法と異なり，本法で
は毎日の現在体重基準で熱量摂取量の増加を規定してい
るから，体重の群別化および 1回の晴乳量をわりきれる
数字にしたことにより派生した誤差(前述)をのぞけば，
熱量摂取量の増加は，生下時体重により分類したいくつ
かの群において，体重の大きいものが単位体重あたりの
暗乳量が少ないというような矛盾はなくなっている。水
分摂取量においてもこれは同様で、あった。 B法は用いる 
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図 6. B法による実際のカロリー摂取増加状況 
(71.5 calj dl) 
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図 7. B法による実際の水分摂取増加状況
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乳汁ごとに晴乳量増加表を作製する必要があるため，熱
量基準で晴乳量増加を計画しても，高熱量の乳汁と低熱
量の乳汁をあたえた場合に，容量基準のA法で起こった
ような熱量摂取量増加についての矛盾は， B法の水分摂
取量増加状態には起こってこないのである。
つぎに一つ一つの生下時体重群ごとに実際の熱量およ
び水分摂取増加状態をA法， B法について比較検討して
の範囲の乳汁80caljdl，-60。まず最初に，8)みた(図 
をあたえた場合の最大の変動範囲について観察した。 A
2500~2251 
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法ではそれぞれの群で，生下時体重最大のものと最小の
ものとが 120caljkgjdayに達するのに， 4日，-，7日のひ
らきがあるのにたいし， B法ではその両者に l日くらい
のひらきしかない。これはB法が熱量基準で晴乳量を定
めているのにたいし， A法では生下時体重のみを基準に
しているため，低熱量の乳汁と高熱量の乳汁をあたえた
場合の摂取容量に差が生じてくるためである。また，こ
の傾向は水分摂取量についても同様に認められた(図 
9)。 
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図9. 生下時体重別にみた実際の水分摂取増加状況
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図 10. 生下時体重別にみた実際の熱量摂取増加状況 (71.5 caljdl) 
つぎにある一定の乳汁を用いた場合には，どのように
なるか，同じような観察を熱量摂取量増加状態について
安-守.， 案
のみおこなってみた(図 10)。 この場合には， A法の変
動範囲はかなり狭くなってくるが，やはり一つ一つの群
の中で，体重の小さいものが大きいものよりも早く熱量
摂取量が増加するという矛盾は存在するのであり，また
すでに述べたように，ここまで変動範囲を狭くできるの
は，ある一種類の乳汁しか使用しない場合に限定される
のである。
本研究を行なった動機についてはすでに緒言の項で述
べた。ここでは比較のために正常乳児の場合を考えてみ
る。 図 11に正常乳児の月間体重増加率を示した。これ
によると， 3，.5月の正常乳児の 1ヵ月間の体重変動は男
女とも 5，.10%である。低出生体重児の生理的体重減少
は Holtの曲線， A法， B法を通じて 5，.15%と評価さ
れるので，その体重変動率は 3，.5月の正常乳児の 1カ
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図 11. 正常乳児の月間体重増加率
(昭和 35年厚生省統計)
月以上の変動に相当する。正常乳児でさえ l月ごとに晴
乳量を変更するのが一般的とされているのに，このよう
に体重の変動の激しい低出生体重児を最初の体重だけを
基準として，以後の晴乳量を推定的に定めることは正し
い処置といえるであろうか。このような根拠に立脚し
て，私は低出生体重児の晴乳量増加計画として生下時体
重以外の点をも考慮した方法を文献中に求めてみたが，
私の知る範囲ではこの点について，十分に満足させてく
れるものは見いだせなかった。
そこで，私は数年前より生下時体重だけでなく，毎日
の現在体重をも基準として，低出生体重児の晴乳量増加
計画を考案し実施してきた。この方法によれば，理論上
それ以前に私が用いており，また，一般的に使用されて
いる生下時体重のみによって，晴乳量を増加する方法の
ように，生下時体重の小なものの方が，大なものより体
重当たり暗乳量の増加が速いという矛盾は解消された。 
Ho1tの曲線と私の成績を比較した場合， A法， B法の
両方とも生理的体重減少率はかなり大で(図 12)，生下時
体重への復帰がかなり遅延していた。 Dancis，Ho1 tによ
ると，彼らの行なった晴乳法は，生後 2日より晴乳を開始
し以後， stepwiseに暗乳量を増加して生後 10日に 120 
caljkgに到達させ，以後これ以上の増量を行なわなかっ
たとあるのみで，さらに詳細な記述はない。また同様に
低出生体重児の体重曲線を求め，その結果が前者ときわ
めて類似していたといい，その価値を認めている。 
Nitzke18)や Rominger19)の報告には，暗乳量について
の記載は全くない。しかし Dancis，Ho1 tの記載によれ
ば，私が行なったA法， B法は彼らの方法にくらべて晴
乳量の増加がやや遅く，また特に生下時体重が小なもの
では，晴乳量開始時期も遅れていることが容易に推測で
きる。したがって，生理的体重減少率が大で，生下時体
重への復帰が遅れたのは，むしろ当然のことであろう。 
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図 12. 低出生体重児の生理的体重減少率
山内ら問21)22)も指摘したように， Dancis，Hol tの体重
曲線は統計的処理を加えたものではなく，“inspection"
により求めたものであるが，本図が実際的にきわめて有
用なことは周知の事実である。しかし， Dancis，Holtも
指摘したように，本図は彼らの行なった暗乳量増加法と
同ーか，わずかに異なる方法を行なった場合にのみ，比
較が有効なのであって，晴乳の開始時期，晴乳量の増加
速度や，暗乳量が一定に達した後の維持熱量などが，か
なり異なる方法で保育した乳児を，この体重曲線上に作
図することは，当然起こりうる両者間の体重曲線の差を
考慮に入れないかぎり，無意味なものといわねばならな
い。また， Dancis，Holtの用いた乳汁は Olacなので，
他の乳汁を用いた場合とは体重増加が，当然異なるであ
ろうという点にも一応の考慮は必要である。
私はA法の批判として，特に極端な例をとりあげて，
熱量摂取量上の矛盾を論じたように考えられるかもしれ
ない。現在，低出生体重児に用いる乳汁として，真の意
味で至適なものは定められていないが，もしも入手可能
な場合は人乳を用い，人乳が入手できないときは，高熱
量の人工栄養を行なうとすれば， A法にみられた矛盾は
決して極端とはいえないように感じる。また，私は生下
時体重 500gずつ分類した A法の改良法として，生下時
体重 250gずつに分類して晴乳量を定めた方法を検討し
てみたが，満足なものとはいえないように考えられた。
一般の乳児に対しては， ad. lib.に欲する量を与える
のがより自然的に合理的であるという考え方23)24) 25) 2めが
一部にある。低出生体重児の自律暗乳能力は明らかでは
なく，重症例では，吸畷反射や鴨下反射を欠き，ある程
度成熟しでも ad.lib.に晴乳させると，飲みすぎて浮腫
がくることが知られている 27)。また，任意授乳による著
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明な体重増加や浮腫の出現は，晴乳量の増加にともなう
摂取カロリーの増加のみでなく，摂取水分量の過剰によ
るとも考えられている問問問。このような問題があると
しても，比較的体重の大きい低出生体重児には，自律晴
乳の問題と関連して，本研究で実施したような厳格な晴
乳量の増加計画は，不必要であるという考えがでてくる
かもしれない。われわれ人類は飢餓の歴史より，いまだ
に完全に開放されていない。飢餓や害敵とたたかい，乳
児は母親の乳を飲める時にできるだけ飲むという状態
が，長い長い過去の聞の，習慣となってきたことを思え
ば，自律晴乳は自然の姿ではあっても，それをそのまま
最も合理的であり至適なものと考えるのに跨踏を感じる
のである。
飢餓期聞についてもいろいろの問題がある 2)31)32)33)3ぺ 
Early-Feeding (生後 2h)の児は， Late-Feeding (生後 
24，.36 h)の児よりも，生理的体重減少率が小で，復帰
時期も早く 35)，Hyperbilirubinemiaや Hypoglycemia
は少ないが，死亡率が高い3めといわれている。 Early-
回程度に制限する場合には，私の方法を完全に行なうこ
とはできない。しかし体重を測定したときには，現在体
重によって晴乳量の補正を行なうことは，より慎重な方
法といえよう。また栄養学的研究を行なうような場合
は，少なくとも熱量摂取量増加状態の矛盾が，生後 20日
ごろまでも影響するような方法は，避けることが望まし
いと考えられる。
結語
現在，一般に用いられている低出生体重児の暗乳量増
加法は，すべて生下時体重のみを基準としていくつかの
群に分け，生後数週間の暗乳量を定めている。私は，生
下時体重と毎日の現在体重の両者を基準とした方法を考
案して，低出生体重児を保育し，生下時体重のみを，基
準とする方法による保育成績とを比較して，その結果を
報告した。
生下時体重のみに基準をおいた晴乳量増加方法では，
Feedingについてはいくつかの良い点もみられるので， 生下時体重 2，500，.2，251， 2，250 ，251，1，.750，1，751，1，. 
私の用いたA法， B法とも，この点について変更を考慮
する必要があるかもしれない。
つぎに，暗乳量を規定するには容量，熱量のどちらの
単位を用いるべきか検討を必要とする点がある。従来，
ほとんどの方法が摂取する乳汁の容量単位で，晴乳量増
加を規定していた。生後初期には，熱量よりも容量基準
で定める方が，胃容量の狭少な低出生体重児にとって妥
当とも考えられるが，そのように定めたために，熱量摂
取上にあらわれた矛盾が，生後 20日ごろまでも影響を
およぼすとなれば，一考の余地をのこすように思われ
る。熱量基準で定める場合，低熱量の乳汁と高熱量の乳
汁を与えた場合の摂取容量の差は，最大 20%前後であ
る。すなわち，高熱量の乳汁の I回 2ccの暗乳量が，低
熱量の乳汁では， 2.4ccになるにすぎない。熱量基準で
定めた B法は，使用に際して複雑な表を作製しなければ
ならず，熱量の異なる乳汁ごとに別個の表を作らねばな
らない。また毎日の使用にも，一覧表を参照しなければ
ならない。実施するにはこのような難点があるが，もし
もA法も，その本質的性質に起因する矛盾をじゅうぶん
に取除いて使用するためには，やはりかなり複雑な表を
作製しなければならないのである。もちろん，従来の方
法はじゅうぶんに routlneとし有用であり，一般の未熟
児室において，あまり煩雑な手数をかけて，厳格な晴乳
量の規定を行なう必要はないと考えられる。私は従来の
方法の価値をじゅうぶんに認識している。また低出生体
重児の処置を最小限にとどめる目的で，体重測定を週 2
1，250g>の群に分けて，各群ごとに同ーの暗乳量増加
をおこない，さらに各群を 2分して，生下時体重 2，500，. 
，.500，1，501，1，-，750，1，751，1，-，000，2，001，2，.250，2，251，2
1，251，1，250 g >の群に復帰するまでの日数を観察した
ところ，おのおの 12，16，14，18，16，20日であれ生下
時体重の大きいものの方が，かならずしも生下時体重へ
の復帰が早くない，という結果がえられた。生理的体重
減少にも同様な傾向がみられた。このような矛盾は，同
一の晴乳量増加に属する群の中では，生下時体重の小な
ものの方が大なものよりも，熱量摂取量の増加が早いと
いう事実に起因しており，暗乳量増加を生下時体重のみ
に基準をおいて定める方法に，不可避な欠点と考えられ
た。
晴乳量の増加を生下時体重と，毎日の現在体重の両者
とを基準とした私の方法によれば，このような矛盾は解
決されるものと考えられる。
稿を終わるに臨み，御懇篤な御指導を賜わり御校
聞をいただいた恩師久保政次教授に心から感謝の意
を表します。ま Tこ，終始貴重な御助言をいただき実
験を御指導下さいました千大山本洋三博士ならびに
未熟児班の方々に感謝いたします。
(なお本論文の一部は，第 7回未熟児新生児研究会
において発表した。)
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